1、 古墳文化の概観
１　古墳文化というもの
古墳文化の概説　　　　前時代の弥生式土器や銅剣・銅EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほこ),鉾)・銅EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くわ),戈)・銅鐸等、銅質武器や楽器を主体として象徴される弥
　　　　　　　　　　生式文化時代が、そのまえの繩文期の採集経済生活の時代から、原始農業である米の生産経済生
　　　　　　　　　　活と関連をもって生まれた定着農民生活の文化象徴であったように、そのあとをうけて発生した
　　　　　　　　　　古墳文化の時代も、農地開発と稲作りを度外視しては考えられない時代である。が、しかし、こ
少ない研究資料　　　の時代のはじめには、まだ文書記録の発達も見えず、生産された稲米の遺物も研究資料となるほ
　　　　　　　　　　ど多くはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のこ),遺)っておらず、比較的原状がよく保存されている多数の古墳によって、この時代の文化
　　　　　　　　　　を研究するだけであり、もの言わぬ厳粛な資料である。この古墳研究によってのみ、現代に直接
　　　　　　　　　　つながるわが日本の歴史のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あけぼの),曙)を探ることができるというのも、あえて過言ではない。
古墳調査の原則　　　　したがって、古墳の調査にあたっては、その分布、群、形式、内部構造、主体、副葬品を厳粛
　　　　　　　　　　で綿密な科学的基礎によって、しかも、これに資金と人と充分な日時をみこんで計画的に調査を
　　　　　　　　　　進めるべきであって、それができないときは、現状をなるべく丁重に保存しておくことが上策で
　　　　　　　　　　ある。発掘しないで、分布状況や形式研究だけでも役立つばあいも少なくない。

埋蔵文化財の調査　　　文部省の文化財保護委員会においても、数年前から国土建設のため古墳や、古都EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),址)、廃寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),址)
と統計　　　　　　　がブルトーザにかかってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むざん),無慙)に破壊されつつある惨状をまもるため、各県に向って「埋蔵文化財
　　　　　　　　　　地名表」の作製を要請して来たので、全国的にだいぶん調査がまとまりつつあるが、何しろ、そ
　　　　　　　　　　の数は莫大なもので、まだ全数統計はできていない。もし、これが放任のままで破壊されたら、
　　　　　　　　　　現代の目ざましい日本文化の上代歴史は空白にひとしくなり、日本歴史は上代末の私生児にひと
　　　　　　　　　　しいことになる。お隣りの中国では、文化保護と研究には政府が非常な努力を払い、有力な組織
　　　　　　　　　　と投資によって事業をすすめていると聞く。しかし紅衛兵跳梁の現今はどうなっていることやら、
　　　　　　　　　　博物館も閉塞中とのこと、
